
アマメシバ粉末のマウスへの投与実験を実施し、再現性の確認とお
よその毒性量を推定。
•BALB/C及びC57BL/6の２系統のマウスを用いて、アマメシバ粉末の
投与（３２週）試験を行い、呼吸器(肺)の病理学的検索を実施。

また、同じ検体を用いて、スケールを拡大し、アマメシバ粉末のラット
への長期投与試験を実施し、肺を含む各臓器の病理学的検索等によ
り、再現性の確認等を実施。
・ラットを用いて、アマメシバ粉末の投与（52週間）試験を行い、肺を含
む各臓器の病理学的検索、酸素分圧の測定等を実施。

難治性疾患克服研究事業（特定疾患調査研究分野）において、アンケート調査等を実施。閉塞性細気管支炎の全国的調査に
よりアマメシバ摂取との関連を把握。

いわゆるアマメシバ粉末による閉塞性細気管支炎の原因究明のための調査研究

アマメシバ粉末について、推定される未知の有害
物質の定性分析を実施し、有害成分をリストアップ。
さらに、必要に応じて、フラクションごとに採取し、こ
れを検体として、有害成分の物質の構造等の成分
検索を実施。

また、トウダイグサ科に含有される可能性がある有
害成分であるシアン配糖体、リシン、ホルボールエス
テル、リシニン等について、アマメシバ粉末等中の定
量分析を実施。

成分分析等 動物試験

閉塞性細気管支炎の疫学調査

2004年7月現在

資料２－１




